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第２学年通信            平成２７年３月６日  
 

誇り に満ちて  

                         発行責任者：結城克明  

  Another Eyes～「保護者の目」  

 ４ 組保護者（母）  
 ２年生もあとわずかとなり、すっかり中学生活を満喫中のわが子ですが、入学当初は転んだと１
週間も経たないのに制服に穴をあけてきたり、自転車通学ではパンクはもちろんかごやいろんな所
をよく破損させてきました。この頃はそのようなところもなく過ごしているようなので安心しています。 
 この前の学習発表会（クラスステージ発表）ではいつもは口数が少ないわが子がどこのクラス
がどんな感じにだれがやっておもしろかったなど、笑顔で話してくれました。実際、見に行かせていた
だきましたが ,とてもおもしろく笑って見ていました。お地蔵様がしゃべったり、男子が女子役をやったり
とみんな少し恥ずかしそうに演じている姿が印象的で楽しそうでした。全部の学級を見てみたいと思
いました。 
 もうすぐ３年生ですが、すぐに修学旅行があったり、部活では中体連が控えていたりとまだまだ行
事はありますが残り１年間精一杯悔いのないように何事も取り組んでもらいたいと願っています。 

 明朗・快活を絵に描いたようなお子さんです。まさに太陽のような存在で、当学年には欠かせない存在です。ご

家庭でも学校と同じ様子でご家族とわいわいがやがややっているのかなと思いましたが、意外や意外、口数が少な

いですか？ちょっと信じられませんでした。ただ、これは男の子が成長していく過程でのきわめて特徴的な傾向で、

「社交性」「社会性」が育まれつつある証拠だと思います。家ではボサッとしていて、なんかおもしろみがないの

だけれど、外での評判はすこぶるよい。よくある話です。お子さんの社交性には太鼓判を押したいと思います。ど

うかお母さん、お子さんが人として着実に成長していることをしみじみと喜んでください。 
 最後に、クラスステージ発表をご覧いただきましてありがとうございました。他の学級に負けず劣らずに、お子

さんの学級もクラスの持ち味を存分に発揮して素晴らしい発表でした。学級の和がふっくらと醸成され、さらに豊

かな学びの集団になっています。 

  清水先生  
  上遠野先生に代わり、３月から清水由美先生が２学年の英語を担当することになりま
した。５年前から本校に勤務されておりました。ですから、こどもたちよりも富田中学
校では長い経験をお持ちです。学年フロアに掲示してある「ビバリーヒルズ」の文字に
興味を示してくださり、ビバリーヒルズに相応しい生徒の育成を目指して他の先生方と
ともにご指導くださるものと思います。  
 英語の授業においては女性の先生らしいきめの細かい教え方で、要点を絞ったわかり
やすい授業に定評があります。こどもたちのさらなる英語の学力アップのあと押しをし
てくれるものと期待しています。  

  今週の生徒活動の様子  
 ２日（月）  
  清水先生の２年生に迎えるにあたり、簡単ではありましたが、朝の時間を利用して歓
迎のための集会を行いました。学年委員長から心温まる歓迎のあいさつの後に、清水先
生からご挨拶をいただきました。  
 掃除の時間の後には、式歌の練習を行いました。４階のワークスペースいっぱいに歌
声が響き渡りました。体育館のアリーナでも会場の大きさに臆することなく大きな声で
豊かなハーモニーを響かせて欲しいと思います。  
 ３日（火）  
 午後に卒業式の全体練習がありました。先週までの練習を受けて今回は入場や退場、
卒業証書の授与など卒業式の流れに沿ったかたちで練習を行いました。  
 会場準備を担当したのは４組でした。大変手際よく、ひとりとして何をしてよいかな
どぼんやりとしている生徒もなく、全員がとても良い働きをしてくれました。現場監督
をした堂山先生も感心していました。実は先週の５組と６組の会場づくりも見事でした。
次回使用するときに支障が出ないように、体育館に敷くシートの整理を夕方遅くまでし
てくれた生徒もいました。  
 ６日（金）  
 卒業式の予行練習がありました。１３日には本番を迎えます。今回は本番さながらに
全体を通しての練習になりました。卒業証書授与や入退場の際には、３年生の威風堂々
とした態度には感心させられました。式歌では、３年生、１・２年生ともに力強く、し
っかりと歌うことができました。卒業式は「最大の学校行事」と称されますが、「最高
の卒業式」に向けてさらにがんばって欲しいと思います。  
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 啓蟄 ～桃始めて笑う （も も はじ めてわら う ）  

    桃のつぼみがほころび花が咲き始める頃。  
              花が咲くことを昔は笑うと言った。  

 今週の給食：ひな祭り 、卒業お祝い献立など  

 
  エビフライ  菜の花和え  赤飯  甘夏みかん  など  

 桃の節句に合わせて、さらに来週の卒業式のお祝いにと豪華な献立
が続いた１週間でした。  
 月曜日の「エビフライ」は相変わらずの人気でした。残さいもほと
んどなくほぼ完食に近いかたちでした。春らしいなと思うのは「菜の
花」和えでしょうか。もやしのおひたしとともに和え物として提供さ
れました。真っ白なもやしのなかに緑と黄色のコントラストがとても
鮮やかでした。ひな祭りには定番の「ひなあられ」も添えられ、女子
は１粒１粒つつましく、男子は三角錐の袋を口にうまく突っ込んで大

胆に、思い思いの方法で食べていました。  
 卒業のお祝いのメインは、やはりというか「赤飯」でした。もち米を十割使った赤飯
ではなく、白米とブレンドすることによって、もち米特有のねばりがほどよく抑制され
て大変食べやすい赤飯でした。AET のリー先生にとっても通常のねばりの強い赤飯では
どうかなと心配で仕方がありませんでしたが、カジュアルな仕様でしたので安心しまし
た。主菜は大きな切り身を唐揚げにした紅鮭。鮭は火を通し過ぎるとぱさぱさ（ぼさぼ
さ）になりがちですが、身が厚いのでぱさぱさ感がありませんでした。  
 ひな祭り献立や卒業お祝い献立、金曜日のポークカレー、どれもこれもおいしくいた
だきましたが、多少酸っぱめの話になりますが、木曜日の「甘夏みかん」は全校生を震
えあがらせてしまったようです。大昔、夏みかんは酸っぱいのがあたりまえで、酸っぱ
くてそのままでは食べられないなどというようなときには、グラニュー糖や塩などをか
けて食べたものです。現在、農作物の品種改良が進んで、そのような食べ方はしなくて
も済むくらい、酸っぱいみかんは見かけなくなりました。  
 デザートとして出されたわけですから、みかんはやはり最後に食べたいものです。た
だ、この日の主食は「甘～い」チョコレートパン。甘いものを食べたあとでしたから、
甘夏みかんの酸っぱさは増幅されました。それを緩和させようと牛乳を飲むと、また何
ともいえない苦みが口に広がる。どうしてよいかわたし自身もこの酸っぱさには参りま
した。 
 学級でおかずの残りがあると恒例の「じゃんけん」による、給食の残り物の争奪戦が
あるわけですが、この日も例外なく甘夏みかんの争奪戦があったようです。生徒の話に
よれば、勝者は決して勝者とはいえず、みかんをひとかじりした瞬間に、「ウ～ン」と、
顔をしかめざるを得ず、何ともいえない気持ちがわきでてきたようです。普段は給食を
残さないリー先生もみかんのひと房を残してしまいました。今年度の給食も残り少なく
なってきました。ごちそうさまでした。  
  

 来週の予定  
   ※完全下校時間１８：００                              
             

  ９日（月） 普通授業   部休日です。    
 １０日（火） 
 
 
 

実力テスト  １国２数３英４理５社   
６校時：班別自主研修話合い、卒業式準備についての係分担を行いま  
   す。 
※弁当を持参させてください。  

 １１日（水） 普通授業  
 １２日（木） 
 
 

B案  授業変更  １授業・２卒業式練習・３授業・４卒業式準備  
   給食・５・６卒業式準備  
※２年生が中心となって卒業式の準備を行います。  

  １３日（金） 
 
 
 

卒業証書授与式  
※身だしなみを整え（女子の黒いストッキングは卒業式では不可です）
、通常通り登校させてください。  
※昼食をとらずに下校します。  

    


